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① 理事会決議事項の報告

イ．令和４年度事業計画及び収支予算
〔令和４年度事業計画〕

令和４年度も定款第４条（事業）に従い、引き続き高圧ガスの自主的な活動を促進し、公共
の安全と災害防止を図るため、会員事業所の自主保安意識の高揚、保安対策の徹底、消費先の
安全対策の推進などを目的として、主として以下の事業を推進してまいります。

１．実施事業：継続事業（情報提供、専門部会、実験委員会、大阪府高圧ガス地域防災協議会
　　　　　並びに近畿高圧ガス地域防災協議会連合会からの受託事業）

（１）　高圧ガスの保安に関する諸施策の周知、情報の提供
　中部近畿産業保安監督部近畿支部、大阪府、府内消防局、高圧ガス保安協会等よ
り高圧ガスの保安に関する通知を受信した場合、直ちにその情報を配布し、周知徹
底を図っていきます。

（２）　技術相談窓口業務の実施
　高圧ガス関係事業所及び高圧ガス消費者等からの質問に適切に対応いたします。
 ①高圧ガス保安法令関係の相談
 ②高圧ガス法令に関する許認可手続きの相談

・高圧ガス製造許可申請等の手続きに関する相談
・高圧ガスの消費及び移動に関する相談
・大臣認定試験者に関する相談

③高圧ガス製造保安責任者等試験に関する相談
④放置容器など所有者不明容器に関する相談及び容器管理委員会への連絡
⑤その他高圧ガス技術関係の相談

（３）　高圧ガス保安管理技術に関する調査、研究（専門部会・実験委員会）
　定款施行細則で定められた技術専門部会を主体にして、３３年間にわたり、２１
テーマの各種の実験、調査、研究を行ってきました。
　令和４年度は、新たなテーマを検討し実験を実施します。また、これまでの実験
委員会の成果は、その都度「高圧ガス安全ニュース」誌上にて公表してまいりまし
たが、会員外よりも頒布の要請が多く届いております。
実験結果は別途保安教育用ＤＶＤとして作成・販売しております。

（４）　大阪府高圧ガス地域防災協議会からの受託業務
　大阪府高圧ガス地域防災協議会は大阪府内の高圧ガスの製造、販売、貯蔵、消費、
移動等に係る災害の発生、拡大の防止を目的とする協議会であり、当協会はその業
務遂行と事務処理を受託しています。
①域内において発生した高圧ガス事故の応援活動に関して、高圧ガス指定防災事業

所への応援出動報告書の処理
②大阪府高圧ガス防災訓練、高圧ガス防災研修会の企画、実施
③会員名簿の発行、高圧ガス指定防災事業所名簿・応援要員名簿の管理
④会費徴収を含む運営に関する事項

報告並びに連絡事項
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（５）　近畿高圧ガス地域防災協議会連合会からの受託業務
　近畿高圧ガス地域防災協議会連合会は、近畿経済産業局管内の各府県高圧ガス地
域防災協議会の連合体として、各地域防災協議会間の連絡、調整、情報交換、高圧
ガス指定防災事業所一覧表の管理及び事故発生時の相互援助協定の締結等の業務を
行う団体であり、当協会は、その業務を受託しています。

２．その他事業１：講習・図書出版事業（高圧ガスに関する保安教育実施を目的とする講習・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図書出版事業）

（１）　講習会、研修会、工場見学研修会等の開催
　高圧ガス事業に従事する皆様の安全、事故の未然防止、事故拡大防止に必要な知
識向上のための講習会（オンライン講習会も企画）、研修会、工場見学研修会を関
係官庁の指導と後援を受けて実施いたします。

 （２）　参考図書等の発行、配布、斡旋
　高圧ガス事業の保安を推進する上で必要な各種手引書、必携書、ガイドライン等
の図書を関係官庁の監修を受けて発行いたします。
　当協会の実験委員会が作成した実験ＤＶＤを保安教育教材用として販売すると共
に、各種保安教育用ＤＶＤの貸出、斡旋を行っています。

３．その他事業２：試験部会事業
　令和４年度の高圧ガス製造保安責任者等試験業務は高圧ガス保安協会の一般公募の公募
条件から外れたことから受注できませんでした。令和５年度以降の受託機関となるよう取
り組んでいきます。
　但し、令和４年度は、次の通り試験は実施されます。

①試験実施日（筆記試験）令和４年１１月 １３日（日）
②試 験 場 所（筆記試験）未定
③試験の種類　乙種化学　　丙種化学（液石）　 丙種化学（特別）
　　　　　　　乙種機械　　第二種冷凍機械　  第三種冷凍機械
　　　　　　　第一種販売　第二種販売　　　　液化石油ガス設備士

４．法人会計：法人業務（総会、理事会、幹事会、大阪府及び関係団体との連携及び管理業務）
　　会員名簿の発行及び定時総会の他、次の通り諸会合の開催を予定しています。

①理　　事　　会　　　４回
②幹　　事　　会　　　５回
③会報編集委員会　　　２回
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 参考：協会の出版物の例

①高圧ガス製造許可申請等の手引 改訂年月 令和２年５月
高圧ガス保安法で、危険性が大きいとして規制している高圧ガスの製造施設、貯蔵所、特定高
圧ガス消費施設等に関する許認可申請の正しい方法を知ってもらうと共に、高圧ガス関係事業
所の自主保安の推進に寄与できるように編集してあります。

②高圧ガス製造施設完成検査の手引 改訂年月 令和２年５月
高圧ガス設備は、工事完了後に原則として完成検査を受検するが、この完成検査を適正、かつ
円滑に実施するため、その概要、申請手続き、検査方法・基準等についてまとめたもので、完
成検査業務の指針となります。

③高圧ガス製造施設保安検査の手引 改訂年月 令和２年 ５月
第一種製造者は、原則として年１回保安検査を受検することとなっているが、この保安検査に
ついて理解を深め、円滑に実施するために、その概要、申請手続き、事業所の受検体制等につ
いて収録すると共に、検査報告書各様式と記載内容をまとめたものです。

④高圧ガス安全アラカルト 改訂年月 平成２０年 １月
最近の事故原因は、高圧ガス設備の材料劣化や設計ミスというハード面よりは、日常点検の不備・
誤操作など保安管理や運転管理面でのヒューマンエラーが多く見られる。本書は、保安教育や
防災訓練等のマンネリ化を防ぐため、創意工夫された保安教育実施例や点検方法等を紹介した
ものです。

⑤高圧ガス必携 修正年月 平成２５年９月
高圧ガスは、工業用・家庭用燃料としての利用にとどまらず、半導体や超電導分野、更には医
療用など広範囲に利用されているが、その取扱いを一歩誤ると、周辺住民をも巻き込む惨事に
つながる恐れがあります。本書は、高圧ガスの取扱いに初めて従事する者に、必要な知識を習
得してもらうため、高圧ガス保安法の概要、法規各論、各種高圧ガスの知識等、基礎的な事項
をまとめたものです。

⑥高圧ガス自主保安ガイドライン 修正年月 平成２６年３月
平成２４年８月に改訂した本書は、大阪府生活企画部危機管理室保安対策課監修の ｢高圧ガス
自主保安活動」を収録して、自主保安活動の意義をわかり易く解説し、その普及と保安意識の
浸透に寄与すると共に、高圧ガス取扱いのガス別、様態別に保安管理規程、設備の運転や非常
時のマニュアル等の具体例を盛り込んでいます。
本書を活用することで、高圧ガス関係事業所やその従業者の自主保安活動を強力に支援し、高
圧ガス災害の未然防止を目指したいと考えます。

⑦これだけは知っておきたい高圧ガス輸送のＱ＆Ａ 発　行 令和２年 １１月
高圧ガス輸送に関する問題に対して、具体的な事例をもとに解り易い解答を提示する解説、教
育資料です。

⑧高圧ガス安全ニュース 発　行 年２回
大阪府をはじめ、保安３法事務連携機構おおさか等の関係機関から通知される高圧ガスに関する
諸施策、高圧ガス保安法令関係の改正、事故報告、技術資料等の情報を逐次掲載する協会誌です。

⑨その他
高圧ガス保安協会が発行している高圧ガス保安法規集、高圧ガス保安責任者試験問題集等、購
入の斡旋並びに高圧ガス保安活動促進週間のポスターの配布、斡旋を行います。
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 協会の保安教育教材：ＤＶＤ

①液化炭酸ガスの相変化観察 （高圧ガス容器内を覗く）
高圧ガス容器に覗き窓を溶接加工し、内面研磨、照明して内部を観察しました。
変化、三重点における相変化の様子を撮影した画期的映像です。
②配管内の流体の状態と内圧破裂様態
φ２５ｍｍ×ｔ０．３ｍｍ×Ｌ５０ｍｍの管で作動流体を圧縮流体、非圧縮流体、液化ガスによる
液封の３種類として、破裂までの圧力上昇。チャンバー内での破裂を観察、映像化し、破裂様態を
比較しました。
③バルブはゆっくり開閉する
平成８～１３年の間の一連の実験を集約。内径１０ｍｍ程度の小径管へ急速にガスを流して実験しまし
た。酸素を流した時の管内の樹脂の燃焼、アルゴンガス配管終端での最高温度を計測しました。
④金属フレキシブルホースの内圧破壊実験　　（付）小容器の充填と放出
ＬＰガス設備で８～１３年間使用したホースの提供を受け、比較のための新品を含め、内面のビデオ
ススコープで検査を行い、気密・耐圧圧力を超え破壊するまで水圧を加えて内圧破裂実験をしました。
⑤酸素雰囲気における燃焼～特殊材料の燃焼～
燃焼雰囲気が大気、酸素３０、５０、７０、１００％の時の紙、綿、樹脂、スチールウールの燃焼
開始温度と燃焼状況を映像で紹介。また資料編として垂直リボンの燃焼、金属粉等の燃焼の映像を
紹介します。
⑥高圧ガス容器の設置場所と温度上昇
液化炭酸ガス、フルオロカーボン容器を日光直射、シート掛け、よしず掛けで容器温度の上昇を実
験しました。設置場所の温度の実態やよしず掛けの有効なことなどを確認しました。
⑦「液封は危険だ」　～液化窒素の液封による圧力上昇～
液化窒素を厚肉管内で液封にして温度と圧力の関係を求めました。また、更に各種小径配管におけ
る圧力上昇速度を把握し、圧力計の針の動きで上昇速度を体感できるようにしました。
⑧空気への「ガスの流れと拡散」
大気中に流出したガスはどのような挙動をするのでしょうか。空気の容器と相対密度が異なる４種
類のガスを封入した容器を対向させて、ガスと空気の相互の流れを観察するとともに、酸素センサー
によって計測した酸素濃度の変化を観察しました。流れのある場合は混合拡散が強く、容器内の濃
度は極めて早く均一になります。また流れのない滞留で、相互にかなりの拡散が見られました。
⑨復刻版「各種高圧ガス容器の破壊実験」
平成４年の実験委員会にて行った「各種高圧ガス容器の破壊実験」の映像はビデオテープのみで作
成され、実験関係者だけに限定で配布されていましたが、貴重な映像の為、ＤＶＤ化や販売の要望
が多く協会に寄せられましたのでこの度復刻版を発行致しました。「各種高圧ガス容器の破壊実験」
は継目なし容器、ＬＰＧ容器、ＬＧＣ容器について、どのくらいの圧力でどのような状態で破壊に
至るのかを実験し、映像とデータにて報告されています。
⑩「空気中へのガスの流入と濃度変化」〈火災・爆発・酸欠・中毒の防止〉
空気中に漏れたガスがどのような挙動をするのかわかりません。
その疑問を解決するため、空気で満たされた閉所へ空気と比重の異なるガスを流入すると、それぞ
れどのように流れ、混合・拡散あるいは滞留していくかを、ガスの流れを可視化すると共に酸素の
濃度変化を計測することによりガスがどのように挙動するかを確認し、保安教育・現場作業に役立
てることを目標に実験をしました。
⑪『五感で察知できない　高圧ガスが忍び寄る』「あなたも気づかないうちに酸欠！」
＞まず必要なことはこれだ！＜
高圧ガス事故の多くは「噴出・漏洩」で、その先は酸欠事故に繋がっていきます。
ガス比重の軽重によるガス拡散状態、または液化ガスの状態で漏洩した事を想定した実験を行い、
ガスの流れを可視化すると共に酸素の濃度変化を計測し、保安教育・現場作業に役立てることを目
標にしました。
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方

法
に

つ
い

て
の

改
正

概
要

を
含

め
、

保
安

検
査

へ
の

理
解

を
深

め
、

円
滑

に
実

施
す

る
た

め
、

申
請

手
続

、
事

業
者

の
受

検
体

制
等

に
つ

い
て

、
大

阪
府

消
防

保
安

課
が

監
修

、
当

協
会

が
編

集
・

発
行

し
た

「
高

圧
ガ

ス
製

造
施

設
保

安
検

査
の

手
引

」
及

び
追

加
資

料
を

テ
キ

ス
ト

と
し

た
説

明
、

講
習

。

①
高

圧
ガ

ス
製

造
事

業
所

の
担

当
者

②
施

設
の

工
事

、
検

査
事

業
所

の
担

当
者

③
指

定
検

査
機

関
の

担
当

者
④

上
記

①
～

③
の

管
理

者

大
阪

私
学

会
館

− 24 −



Ｎｏ
．

開
催

年
月

日
講

習
会

等
の

名
称

講
習

内
容

受
講

対
象

者
講

習
場

所

４
７

月
４

日
（

月
）

～
７

月
６

日
（

水
）

非
破

壊
試

験
技

術
者

資
格

試
験

受
験

者
教

育
訓

練
（

Ｐ
Ｄ

２
）

（
筆

記（
一

次
）試

験
対

策
）

高
圧

ガ
ス

設
備

や
機

器
に

関
係

の
深

い
非

破
壊

試
験

の
技

術
者

資
格

試
験

制
度

が
Ｊ

Ｉ
Ｓ

に
制

定
さ

れ
、

新
た

に
資

格
試

験
を

受
験

す
る

場
合

に
、

受
験

資
格

と
し

て
一

定
の

教
育

訓
練

を
受

け
る

こ
と

が
必

要
と

な
っ

て
い

ま
す

。
当

協
会

が
行

う
こ

の
教

育
訓

練
は

、
Ｊ

Ｉ
Ｓ

で
必

要
と

さ
れ

る
訓

練
時

間
の

全
て

を
満

足
す

る
設

定
と

な
っ

て
お

り
、

こ
の

教
育

訓
練

を
受

け
れ

ば
Ｕ

Ｍ
１

、
Ｐ

Ｄ
２

に
つ

い
て

の
資

格
試

験
（

筆
記

）
の

受
験

申
請

が
出

来
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

又
、

更
新

受
験

の
方

も
、

試
験

問
題

等
の

傾
向

が
把

握
で

き
、

合
格

す
る

の
に

大
い

に
役

立
ち

ま
す

。
尚

、
定

員
は

Ｕ
Ｍ

１
、

Ｐ
Ｄ

２
共

、
２

０
名

を
予

定
し

て
い

ま
す

。

①
非

破
壊

試
験

（
U

M
1､

PD
2）

技
術

者
の

資
格

試
験

を
受

験
す

る
者

②
非

破
壊

試
験

（
U

M
1､

PD
2）

技
術

者
資

格
の

更
新

受
験

者
。

③
施

設
の

工
事

、
検

査
事

業
所

の
担

当
者

㈱
ダ

ン
テ

ッ
ク

４
階

会
議

室

５
７

月
１

１
日（

月
）

～

７
月

１
３

日（
水

）

非
破

壊
試

験
技

術
者

資
格

試
験

受
験

者
教

育
訓

練
（

Ｕ
Ｍ

１
）

（
筆

記（
一

次
）試

験
対

策
）

６
７

月
２

７
日（

水
）

高
圧

ガ
ス

製
造

許
可

申
請

・
完

成
検

査
等

の
手

引
説

明
会

【
後

援
】

大
阪

府

高
圧

ガ
ス

の
製

造
施

設
、

貯
蔵

所
等

に
関

す
る

許
認

可
等

を
受

け
る

た
め

の
申

請
及

び
施

設
工

事
に

入
り

、
完

了
後

の
完

成
検

査
を

適
正

か
つ

円
滑

に
実

施
す

る
た

め
、

そ
の

手
続

き
、

検
査

基
準

・
方

法
等

に
つ

い
て

、
当

協
会

が
編

集
・

発
行

し
た

「
高

圧
ガ

ス
製

造
許

可
申

請
等

の
手

引
」

と
「

高
圧

ガ
ス

製
造

施
設

完
成

検
査

の
手

引
」

を
テ

キ
ス

ト
と

し
て

説
明

し
ま

す
。

①
新

規
に

製
造

、
貯

蔵
許

可
申

請
や

届
け

等
を

行
う

事
業

所
の

担
当

者
②

設
備

の
増

設
、

変
更

等
を

行
う

事
業

所
の

担
当

者
③

施
設

の
工

事
、

検
査

事
業

所
の

担
当

者
④

指
定

保
安

検
査

機
関

の
担

当
者

上
記

①
～

④
の

管
理

者

大
阪

私
学

会
館

７
８

月
２

５
日（

木
）

特
定

高
圧

ガ
ス

保
安

講
習

会
【

共
催

】
大

阪
府

冷
凍

設
備

保
安

協
会

特
殊

材
料

ガ
ス

の
内

、
シ

ラ
ン

等
７

種
類

の
特

殊
高

圧
ガ

ス
は

、
特

定
高

圧
ガ

ス
と

し
て

製
造

、
販

売
、

貯
蔵

、
移

動
、

消
費

に
つ

い
て

規
制

が
強

化
さ

れ
て

い
る

。
又

、
こ

れ
ら

の
ガ

ス
は

毒
性

も
非

常
に

強
く

、
ア

ン
モ

ニ
ア

ガ
ス

を
含

め
て

こ
れ

ら
ガ

ス
の

事
故

発
生

に
よ

る
地

域
住

民
へ

の
影

響
は

多
大

な
も

の
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
事

故
例

も
含

め
、

安
全

で
正

し
い

取
扱

い
に

つ
い

て
説

明
、

講
習

す
る

。

①
毒

性
ガ

ス
（

Ｎ
Ｈ

３
）、

特
殊

材
料

ガ
ス

関
係

事
業

所
の

管
理

者
及

び
担

当
者

②
特

殊
材

料
ガ

ス
を

扱
う

大
学

、
研

究
所

等
の

教
員

、
学

生
及

び
担

当
者

③
消

防
署

職
員

大
阪

私
学

会
館

８
９

月
１

５
日（

木
）

高
圧

ガ
ス

輸
送

保
安

講
習

会
【

共
催

】
大

阪
高

圧
ガ

ス
熔

材
協

同
組

合
近

畿
高

圧
ガ

ス
地

域
防

災
協

議
会

連
合

会

高
圧

ガ
ス

輸
送

時
の

事
故

は
発

生
場

所
が

不
特

定
で

あ
る

上
、

爆
発

・
火

災
と

い
っ

た
社

会
的

被
害

を
生

じ
易

い
こ

と
、

更
に

は
交

通
事

故
と

い
う

外
的

要
因

に
よ

っ
て

発
生

す
る

こ
と

が
多

く
予

見
性

に
乏

し
い

こ
と

、
又

、
近

年
輸

送
中

の
事

故
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

等
か

ら
、

高
圧

ガ
ス

輸
送

上
の

法
令

や
保

安
知

識
を

身
に

つ
け

て
事

故
防

止
を

図
る

た
め

に
、

関
係

す
る

法
改

正
等

を
含

め
た

講
習

。

①
高

圧
ガ

ス
輸

送
業

者
の

管
理

者
②

高
圧

ガ
ス

輸
送

車
輌

の
乗

務
員

③
荷

主
担

当
者

④
販

売
事

業
者

の
管

理
者

大
阪

私
学

会
館
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Ｎｏ
．

開
催

年
月

日
講

習
会

等
の

名
称

講
習

内
容

受
講

対
象

者
講

習
場

所

９
１

０
月

６
日（

木
）

高
圧

ガ
ス

法
令

講
習

会

高
圧

ガ
ス

製
造

保
安

責
任

者
等

試
験

の
受

験
準

備
の

た
め

、
過

去
３

年
間

の
法

令
問

題
、

解
答

（
配

布
テ

キ
ス

ト
）

に
つ

い
て

、
例

題
の

具
体

的
な

解
説

を
行

う
と

共
に

、
高

圧
ガ

ス
取

扱
い

の
基

本
と

な
る

高
圧

ガ
ス

保
安

法
令

の
概

要
に

つ
い

て
の

説
明

も
行

う
の

で
、

高
圧

ガ
ス

関
係

事
業

所
従

業
者

の
保

安
意

識
の

高
揚

に
役

立
つ

も
の

で
す

。

①
高

圧
ガ

ス
製

造
保

安
責

任
者

等
試

験
の

受
験

者
②

高
圧

ガ
ス

関
係

事
業

所
の

管
理

者
、

担
当

者

大
阪

私
学

会
館

１
０

１
１

月
１

０
日

（
木

）
（

予
定

日
）

非
破

壊
試

験
技

術
者

資
格

試
験

受
験

者
教

育
訓

練
（

Ｐ
Ｄ

２
）

（
実

技（
二

次
）試

験
対

策
）

非
破

壊
試

験
技

術
者

の
資

格
試

験
（

Ｕ
Ｍ

１
、

Ｐ
Ｄ

２
）

の
筆

記
（

一
次

）
試

験
の

合
格

者
を

対
象

と
し

た
実

技
（

二
次

）
試

験
の

対
策

講
習

。
試

験
に

使
用

さ
れ

る
測

定
機

器
や

テ
ス

ト
ピ

ー
ス

、
審

査
内

容
等

を
踏

ま
え

た
指

導
、

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
う

こ
と

に
よ

り
二

次
試

験
突

破
に

役
立

つ
。

尚
、

他
団

体
の

講
習

を
受

け
、

筆
記

（
一

次
）

試
験

に
合

格
さ

れ
た

方
も

受
講

で
き

ま
す

。

①
破

壊
試

験
（

Ｕ
Ｍ

１
、

Ｐ
Ｄ

２
）

技
術

者
の

資
格

試
験

（
実

技
・

二
次

試
験

）
を

受
験

す
る

者

㈱
ダ

ン
テ

ッ
ク

４
階

会
議

室
１

１
１

１
月

１
７

日（
木

）
（

予
定

日
）

非
破

壊
試

験
技

術
者

資
格

試
験

受
験

者
教

育
訓

練
（

Ｕ
Ｍ

１
）

（
実

技（
二

次
）試

験
対

策
）

１
２

１
１

月
２

8日
（

月
）

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
（

爆
発

火
災

・
健

康
障

害
防

止
の

為
の

化
学

物
質

）
講

習
会

事
業

場
に

お
け

る
化

学
物

質
（

６
６

７
物

質
）

に
つ

い
て

危
険

性
又

は
有

害
性

等
の

調
査

（
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

）
が

義
務

付
け

ら
れ

て
お

り
、

業
種

、
事

業
場

規
模

に
か

か
わ

ら
ず

、
対

象
と

な
る

化
学

物
質

の
製

造
・

取
扱

い
を

行
う

す
べ

て
の

事
業

場
が

対
象

と
な

り
ま

す
。

ま
た

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
結

果
に

基
づ

き
労

働
安

全
衛

生
法

令
の

措
置

を
講

じ
る

義
務

が
あ

る
ほ

か
、

労
働

者
の

危
険

又
は

健
康

障
害

を
防

止
す

る
た

め
に

必
要

な
措

置
を

講
じ

る
こ

と
が

努
力

義
務

と
な

っ
て

い
ま

す
。

本
講

習
会

で
は

、
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

義
務

化
の

背
景

か
ら

Ｓ
Ｄ

Ｓ（
セ

イ
フ

テ
ィ

デ
ー

タ
シ

ー
ト

）
の

読
み

方
高

圧
ガ

ス
や

溶
剤

の
爆

発
火

災
／

健
康

障
害

防
止

の
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

手
法

と
リ

ス
ク

レ
ベ

ル
の

判
定

に
つ

い
て

講
習

し
ま

す
。

①
高

圧
ガ

ス
関

係
事

業
所

の
従

業
者

②
高

圧
ガ

ス
販

売
店

の
販

売
主

任
者

及
び

従
業

者
③

大
学

、
工

業
高

校
の

教
員

及
び

学
生

、
研

究
所

等
の

担
当

者
④

消
防

署
職

員

大
阪

私
学

会
館

１
３

令
和

５
年

１
月

１
２

日
（

木
）

高
圧

ガ
ス

安
全

ア
ラ

カ
ル

ト
講

習
会

【
共

催
】

大
阪

府
冷

凍
設

備
保

安
協

会

最
近

の
事

故
原

因
は

、
設

備
の

設
計

ミ
ス

や
材

料
劣

化
等

の
ハ

ー
ド

面
は

も
と

よ
り

、
日

常
点

検
の

不
備

・
誤

操
作

等
保

安
管

理
、

運
転

管
理

面
で

の
ヒ

ュ
ー

マ
ン

エ
ラ

ー
が

多
く

見
ら

れ
る

。
こ

れ
を

防
止

す
る

た
め

、
保

安
教

育
や

防
災

訓
練

等
の

マ
ン

ネ
リ

化
を

防
ぎ

創
意

工
夫

さ
れ

た
保

安
教

育
が

出
来

る
よ

う
、

そ
の

実
践

例
や

点
検

方
法

に
つ

い
て

、
大

阪
府

保
安

対
策

課
が

監
修

し
、

当
協

会
が

発
行

し
た

「
高

圧
ガ

ス
安

全
ア

ラ
カ

ル
ト

」
を

テ
キ

ス
ト

と
し

て
講

習
す

る
。

①
高

圧
ガ

ス
関

係
事

業
所

の
管

理
者

及
び

保
安

教
育

、
危

機
管

理
、

保
安

管
理

等
の

担
当

者
②

大
学

、
研

究
所

等
の

教
員

、
学

生
及

び
担

当
者

大
阪

私
学

会
館
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Ｎｏ
．

開
催

年
月

日
講

習
会

等
の

名
称

講
習

内
容

受
講

対
象

者
講

習
場

所

１
４

令
和

５
年

２
月

２
日

（
木

）

高
圧

ガ
ス

防
災

研
修

会
【

主
催

】
大

阪
府

高
圧

ガ
ス

地
域

防
災

協
議

会
【

後
援

】
大

阪
府

【
協

賛
】（

一
社

）
大

阪
府

高
圧

ガ
ス

安
全

協
会

大
阪

府
冷

凍
設

備
保

安
協

会

最
近

の
高

圧
ガ

ス
事

故
発

生
状

況
と

事
故

事
例

を
元

に
、

そ
の

傾
向

及
び

原
因

と
対

策
に

つ
い

て
研

修
す

る
。

①
高

圧
ガ

ス
関

係
事

業
所

の
管

理
者

及
び

保
安

教
育

、
危

機
管

理
、

保
安

管
理

等
の

担
当

者
②

大
学

、
研

究
所

等
の

教
員

、
学

生
及

び
　

担
当

者
③

消
防

署
職

員

大
阪

私
学

会
館

１
５

令
和

５
年

２
月

２
１

日（
火

）
予

定
安

全
体

感
教

育

危
険

に
対

す
る

安
全

感
度

の
低

下
、

安
全

教
育

の
マ

ン
ネ

リ
化

を
払

拭
す

る
た

め
に

、
体

験
に

よ
り

身
体

と
目

で
覚

え
る

教
育

。「
高

所
危

険
体

感
」「

回
転

体
危

険
体

感
」「

玉
掛

け
作

業
危

険
体

感
」「

電
気

危
険

体
感

」「
そ

の
他

」
等

　
危

険
体

感
を

通
じ

て
安

全
意

識
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

と
く

に
、

現
場

第
一

線
で

活
躍

す
る

社
員

の
安

全
意

識
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

①
現

場
第

一
線

で
活

躍
す

る
担

当
者

②
高

圧
ガ

ス
関

係
事

業
所

の
管

理
者

及
び

保
安

教
育

、
危

機
管

理
、

保
安

管
理

等
の

担
当

者
③

消
防

署
職

員

コ
ベ

ル
コ

・
キ

ャ
リ

ア
・

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
プ

メ
ン

ト
㈱

神
戸

製
鋼

加
古

川
製

鉄
所

所
内

１
６

令
和

５
年

３
月

２
日

（
木

）

大
臣

認
定

試
験

者
研

修
会

【
協

賛
】

西
日

本
地

区
大

臣
認

定
試

験
者

協
議

会

高
圧

ガ
ス

保
安

法
で

は
、

高
圧

ガ
ス

設
備

、
機

器
、

容
器

及
び

附
属

品
の

製
造

や
取

扱
い

を
規

制
し

て
お

り
、

こ
れ

ら
の

品
質

保
証

が
あ

っ
て

は
じ

め
て

高
圧

ガ
ス

の
製

造
、

貯
蔵

、
消

費
や

移
動

に
は

保
安

の
確

保
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
ら

設
備

、機
器

（
弁

類
、管

類
等

）、
容

器
の

製
造

業
者

（
大

臣
認

定
試

験
者

）
に

つ
い

て
品

質
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

及
び

保
安

技
術

の
向

上
を

図
る

た
め

、
西

日
本

地
区

大
臣

認
定

試
験

者
協

議
会

の
協

賛
を

得
て

研
修

会
を

開
催

す
る

。

①
機

器
、

弁
類

、
管

類
等

の
製

造
業

者
（

大
臣

認
定

試
験

者
）

の
担

当
者

②
大

臣
認

定
試

験
者

資
格

の
取

得
を

予
定

し
て

い
る

事
業

所
の

担
当

者
③

認
定

品
使

用
事

業
所

の
担

当
者

大
阪

私
学

会
館

１
７

令
和

５
年

３
月

９
日

（
木

）
（

予
定

）
工

場
見

学
研

修
会

会
員

事
業

所
担

当
者

の
見

聞
を

広
め

、
保

安
技

術
向

上
の

参
考

に
資

す
る

た
め

の
見

学
研

修
会

。
①

会
員

事
業

所
の

管
理

者
、

担
当

者

見
学

先
は

会
員

の
協

力
を

得
て

決
定

し
、

案
内

す
る

（
注

）
講

師
、

関
係

官
庁

・
団

体
、

協
力

会
社

、
会

場
等

の
都

合
に

よ
り

、
実

施
日

や
内

容
が

変
更

と
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
問

合
せ

・
申

込
先

　
　

一
般

社
団

法
人

 大
阪

府
高

圧
ガ

ス
安

全
協

会
　

Ｔ
Ｅ

Ｌ
０

６
−

６
２

２
９

−
１

２
３

６
　

Ｆ
Ａ

Ｘ
０

６
−

６
２

２
９

−
３

７
４

１
　

　

合
計

実
施

予
定

回
数

：
１

７
回

（
含

：
大

阪
府

高
圧

ガ
ス

地
域

防
災

協
議

会
主

催
講

習
会

）
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収 支 予 算 書 （ 損 益 ）
令和４年 4 月 1 日から令和５年 3 月 31 日まで

科 　 目 当 年 度 前 年 度 増 　 減

Ⅰ 一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

（１）　経常収益

①受取入会金 10,000 10,000 0
②受取会費

正 会 員 会 費 15,320,000 15,610,000 △ 290,000
総 　 会 　 会 　 費 0 0 0

③事業収益

講習事業収益 4,000,000 5,000,000 △ 1,000,000
図書出版事業収益 1,500,000 2,000,000 △ 500,000
団体事務受託収益 2,904,000 2,904,000 0

④試験部会収入 0 0 0
⑤雑収益

受 　 取 　 利 　 息 200 200 0
雑 　 　 収 　 　 益 264,000 264,000 0

経 常 収 益 計 23,998,200 25,788,200 △ 1,790,000
（２）　経常費用

事業費 15,873,120 18,147,440 △ 2,274,320
役員 ･職員給料手当 5,469,600 7,372,800 △ 1,903,200

臨 時 雇 賃 金 24,000 24,000 0
退 職 給 付 費 用 326,520 262,320 64,200
福 利 厚 生 費 800,000 1,296,320 △ 496,320
通 勤 交 通 費 240,000 464,000 △ 224,000
旅 費 交 通 費 410,000 350,000 60,000
委 　 託 　 費 0 0 0
通 信 運 搬 費 150,000 112,000 38,000
会 　 議 　 費 105,000 105,000 0
消 　 耗 　 品 　 費 200,000 200,000 0
印 刷 製 本 費 3,400,000 3,300,000 100,000
光 熱 水 料 費 720,000 760,000 △ 40,000
賃 　 借 　 料 2,850,000 2,798,000 52,000
図 書 仕 入 費 280,000 280,000 0
諸 　 謝 　 金 898,000 823,000 75,000
雑 　 　 　 費 0 0 0

管理費 6,544,030 6,898,860 △ 354,830
役員 ･職員給料手当 1,367,400 1,843,200 △ 475,800

臨 時 雇 用 賃 金 0 0 0
退 職 給 付 費 用 81,630 65,580 16,050
福 利 厚 生 費 200,000 324,080 △ 124,080
通 勤 交 通 費 60,000 116,000 △ 56,000
旅 費 交 通 費 150,000 150,000 0
通 信 運 搬 費 400,000 350,000 50,000
会 　 議 　 費 150,000 200,000 △ 50,000
消 耗 什 器 備 品 費 100,000 100,000 0
消 　 耗 　 品 　 費 550,000 550,000 0
印 刷 製 本 費 0 150,000 △ 150,000
賃 　 借 　 料 550,000 542,000 8,000
光 熱 水 料 費 180,000 190,000 △ 10,000
諸 　 謝 　 金 849,000 732,000 117,000
租 　 税 　 公 　 課 460,000 440,000 20,000
負 　 担 　 金 46,000 46,000 0
総 　 会 　 費 950,000 650,000 300,000
表 彰 関 係 費 300,000 300,000 0
雑　　　　　　　費 150,000 150,000 0

経 常 費 用 計 22,417,150 25,046,300 △ 2,629,150
当期経常増減額 1,581,050 741,900 839,150
当期一般正味財産増減額 1,581,050 741,900 839,150
一般正味財産期首残高 18,458,827 17,716,927 741,900
一般正味財産期末残高 20,039,877 18,458,827 1,581,050

Ⅱ 正味財産期末残高 20,039,877 18,458,827 1,581,050

[ ]

[ ]

[ ]

[ ]

[ ]

[ ]
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令 和 ４ 年 度  予 算 内 訳 表
科 　 目

継続事業 講習・図書出版事業 試験部会事業 法人事業
合　　計

予 算 額 予 算 額 予 算 額 予 算 額

収入の部
入会金収入 10,000 10,000

会費収入

正会員会費 15,320,000 15,320,000

Ａ会員 5,520,000 5,520,000

Ｂ会員 5,320,000 5,320,000

Ｃ会員 4,440,000 4,440,000

Ｄ会員 40,000 40,000

総会　会費 0 0

事業収入

講習事業収入 4,000,000 4,000,000

図書出版事業収入 1,500,000 1,500,000

団体事務受託事業 2,904,000 2,904,000

試験部会受託事業 0 0

雑収入 0 264,200 264,200
受取利息収入 0 200 200

雑収入 264,000 264,000

収入合計 2,904,000 5,500,000 0 15,594,200 23,998,200

支出の部
事業部門

給付手当支出

役員・職員給料手当 2,734,800 1,367,400 1,367,400 1,367,400 6,837,000

臨時雇用賃金手当 24,000 0 0 0 24,000

退職給付費用 163,260 81,630 81,630 81,630 408,150

福利厚生費 400,000 200,000 200,000 200,000 1,000,000

通勤交通費 120,000 60,000 60,000 60,000 300,000

旅費交通費 10,000 400,000 0 150,000 560,000
試　筆記試験 0

試　設備士試験 0

委託費 0 0
　　事務委託費 0

試　筆記試験 0

試　設備士試験 0

通信運搬費 150,000 0 400,000 550,000

会議費支出 105,000 0 150,000 255,000

消耗品費支出 200,000 0 550,000 750,000
試　筆記試験（事務諸費） 0

試　設備士試験 0

材料費（設備） 0

印刷製本費支出 3,400,000 0 0 3,400,000

光熱水料費支出 360,000 180,000 180,000 180,000 900,000

賃借料支出 1,100,000 1,200,000 550,000 550000 3,400,000
事務所家賃等 1,100,000 550,000 550,000 550,000 2,750,000

講　借室料 650,000 650,000

試　筆記試験 0 0

試　設備士試験 0 0

図書仕入費支出 280,000 280,000

諸謝金支出 898,000 849,000 1,747,000

雑費 0 0 150,000 150,000
試　事務諸費 0

試　筆記試験 0

試　設備士試験 0

管理部門
消耗什器備品費 100,000 100,000

租税公課支出 460,000 460,000

負担金支出 46,000 46,000

総会費 950,000 950,000

表彰関係費 300,000 300,000

支出合計 5,112,060 8,322,030 2,439,030 6,544,030 22,417,150

収支差額 △ 2,208,060 △ 2,822,030 △ 2,439,030 9,050,170 1,581,050


